


























学　長　奥 谷 　 浩 一
─ f ─
いう大きな課題に取り組んで奮闘しておられました。そのさなか、大学再編の仕事を未完に残し
たまま不治の病魔に倒れられた布施先生は、さぞかしご無念の極みであったに相違ありません。
　私は、布施先生よりも半年前の1976年10月に当時の札幌商科大学に着任したので、布施先生は
およそ34年にわたって私の先輩同僚であったことになります。その布施先生から本学学長のバト
ンタッチを受けて後任の学長の任を引き受けた私には、布施先生が果たそうとして志半ばで果た
せなかった大学再編という大きな仕事をやり遂げるべき責務があります。現在、18歳人口の激減、
大学全入時代の到来を迎え、地方の弱小私立大学には大学の生き残りをかけた激しい競争が展開
されています。こうした厳しい情勢のなかで、いやこうした厳しい情勢だからこそ、本学教職員
が一丸となって大学再編をやり遂げ、2018年以降に見据えた大学サバイバルのための足固めを行
わなければなりません。布施先生には草葉の陰から本学の未来を熱く見守っていただきたい。そ
のように心から念願し、布施先生を心より偲びつつ、追悼記念号の巻頭言とさせていただきます。
